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平成20年度決算

町の財政状況をみてください
日本の味　荒浜の新海苔できました

いちごワイン「夢みる乙女」限定発売
亘理町この一年
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町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
や

意
見
を
町
政
に
活
か
す
目
的
で
、

「
町
政
懇
談
会
」
が
十
一
月
十
二

日
に
荒
浜
地
区
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
と
亘
理
地
区
（
中
央
公

民
館
）、
十
三
日
に
逢
隈
地
区（
働

く
婦
人
の
家
）
と
吉
田
地
区
（
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
各
行
政
区
の
代

表
で
あ
り
、
ま
た
み
な
さ
ん
の
身

近
な
町
政
の
相
談
役
で
あ
る
行
政

区
長
（
副
区
長
）
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
の
実
現
を
町
に
求
め
ま
し
た
。

町
全
体
の
要
望
件
数
は
、
新
規

九
十
件
を
含
む
四
百
七
十
件
で
、

道
路
・
水
路
等
の
整
備
が
最
も
多

く
、
次
い
で
交
通
安
全
対
策
と
し

て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
緊
急
度
が
高
く
す
ぐ

に
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
即
対

処
し
、
そ
の
他
の
要
望
は
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
な
ど
が
管
理
し

て
い
る
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
一

刻
も
早
く
整
備
さ
れ
る
よ
う
機
会

あ
る
ご
と
に
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
要

望
事
項
を
町
の
回
答
と
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
場
合
は
総
務
課
総

務
班
（
☎
三
四
︱
一
一
一
一
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
内
容
は
抜
粋
し
た
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。）

︻
亘
理
地
区
の
要
望
事
項
︼

自
主
防
災
用
品
の
助
成
措
置

の
早
期
実
現
に
つ
い
て

（
継
続
要
望
）

近
い
将
来
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
備
え
る
各
行
政
区
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
の
さ
ら

な
る
活
動
促
進
の
た
め
、
助
成
措

置
の
早
期
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

防
災
備
品
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
購
入
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地

域
内
各
家
庭
に
あ
る
道
具
類
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

し
か
し
、
当
然
不
足
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
共
同
募
金
な

ど
の
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
、

町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
備
品
整
備
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

︻
総
務
課
︼

︻
荒
浜
地
区
の
要
望
事
項
︼

青
沼
橋
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て

（
継
続
要
望
）

高
屋
小
学
校
北
側
か
ら
一
丁
目

に
延
び
る
町
道
高
屋
荒
浜
線
と
、

県
道
塩
釜
亘
理
線
が
交
差
す
る
青

沼
橋
は
、
路
面
が
低
く
、
視
界
が

遮
ら
れ
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ

る
た
め
、
橋
の
か
さ
上
げ
等
の
対

策
を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

橋
の
か
さ
上
げ
は
、
橋
の
構
造

上
難
し
く
、
見
通
し
を
良
く
す
る

た
め
県
に
要
望
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
改
修
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
見
通
し
が

悪
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
の
延
長
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

︻
吉
田
地
区
の
要
望
事
項
︼

歩
道
橋
の
設
置
に
つ
い
て

（
新
規
要
望
）

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
県
道
相

馬
亘
理
線
と
町
道
大
塚
線
（
長
瀞

字
南
原
）
と
の
交
差
点
に
歩
道
橋

の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

近
年
、
国
・
県
で
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
観
点
か
ら
歩
道
橋
に
代

わ
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
の
地
下
道

を
整
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

望
し
て
も
実
現
は
難
し
く
、
設
置

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め

町
単
独
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
要
望
の
交
差
点
に
は
、

歩
行
者
用
の
信
号
機
と
横
断
歩
道

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
交
通
安
全

上
支
障
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

︻
都
市
建
設
課
︼

︻
逢
隈
地
区
の
要
望
事
項
︼

道
路
の
改
良
に
つ
い
て

（
新
規
要
望
）

町
道
田
沢
上
郡
線
の
逢
隈
駅
東

側
の
改
良
を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

こ
の
路
線
は
椿
山
踏
み
切
り
の

位
置
変
更
、
歩
道
の
設
置
、
大
型

車
両
の
通
行
制
限
な
ど
の
諸
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
望
箇
所
だ

け
で
な
く
、
路
線
全
体
で
の
改
良

計
画
を
立
て
る
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
踏
み
切
り
の
移
転
に
は

多
額
の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
国
・
県
の
補
助
事
業
で

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

な
お
、雨
が
降
る
と
水
溜
り
が
で

き
る
箇
所
は
、十
二
月
中
旬
ま
で
に

改
善
で
き
る
よ
う
対
処
し
ま
す
。

︻
都
市
建
設
課
︼

各
行
政
区
か
ら
四
七
〇
件
の
要
望

四
地
区
で
町
政
懇
談
会
開
催

町
民
の
要
望
を

町
政
へ
反
映

見通しの改善が望まれる青沼橋と改修
されたガードパイプ

吉田地区から要望のあった交差点

逢隈駅東側の町道

以前より要望のあった国道６号逢隈中泉と逢隈十文字交
差点で右折レーン設置のための工事がはじまりました。 2広報わたり　2009.123 広報わたり　2009.12
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亘
理
町
の
平
成
二
十
年
度
決
算

が
、
九
月
に
開
催
さ
れ
た
亘
理
町

議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
九
つ
の
特
別
会
計

お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
収

入
の
総
額
は
、
前
年
度
比
一
三・九

㌫
減
の
一
八
四
億
六
五
四
万
七
千

円
、
支
出
の
総
額
は
一
四・〇
㌫
減

の
一
八
一
億
六
、一
三
四
万
六
千
円

で
し
た
。
決
算
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
支
出

金
な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
町
に
入
り
、

ま
た
、
そ
の
入
っ
た
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
今
回
は
平
成
二
十
年

度
決
算
の
概
要
を
一
般
会
計
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
平
成

十
九
年
度
と
比
較
し
て
二・
〇
㌫

減
の
八
八
億
五
、六
二
五
万
八
千

円
、
歳
出
総
額
に
つ
い
て
も
一・三

㌫
減
の
八
四
億
五
、二
八
六
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら

歳
出
を
引
い
た
差
引
残
額
（
形
式

収
支
）
は
四
億
三
三
九
万
六
千
円

と
な
り
、
こ
の
う
ち
、
一
部
事
業

の
繰
り
越
し
に
よ
り
、
二
十
一
年

度
に
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
（
繰

越
明
許
費
）
が
八
、五
三
三
万
二

千
円
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な

残
額
（
実
質
収
支
）
は
三
億
一
、

八
〇
六
万
四
千
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は

　
一・四
㌫
減
の
五
一・二
㌫

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
町
税
で

収
入
全
体
の
四
二
・
三
㌫
を
占
め
、

次
い
で
地
方
交
付
税
が
二
六
・
八

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
単
独
で
調
達
で
き
る
町
税
、

使
用
料
、
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財

源
と
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出

金
、
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
の
割

合
は
、
自
主
財
源
が
繰
入
金
等
の

減
少
に
よ
り
一
・
四
㌫
減
の
四
五

億
三
、七
〇
五
万
四
千
円
（
五
一
・

二
㌫
）
と
な
る
一
方
、
依
存
財
源

に
つ
い
て
は
地
方
交
付
税
に
お
い

て
地
方
再
生
対
策
費
が
新
た
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
加
に

転
じ
る
な
ど
、
依
存
財
源
全
体
で

一
・
四
㌫
増
の
四
三
億
一
、九
二
〇

万
四
千
円
（
四
八
・
八
㌫
）
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
（
支
出
）
の

　
　
ト
ッ
プ
は
民
生
費

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
平
成
十

九
年
度
に
引
き
続
き
歳
出
の
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
対
策
や
各
種
社
会
保
障
関
係
経

費
な
ど
に
要
す
る
支
出
か
ら
、
全

体
の
二
六
・
六
㌫
を
占
め
、
次
い

で
土
木
費
、
総
務
費
、
教
育
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
な
ど
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
決
算

町
の
財
政
状
況
を
み
て
く
だ
さ
い

町
民
一
人
あ
た
り
の支出

金

※ 

歳
出
決
算
額
を
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
人
口
（
三
五
、七
〇
三
）
で
除
し
た
金

額
で
す
。

地方交付税 国が徴収した税金の中から、各地方自治体の財政力など一定の基準により交付されるお金です。
町　　　債 臨時的に多額の資金を要する事業で、その事業効果が将来にまで及ぶ場合に後年度の住民にもその経費を負担していただくため、国

や金融機関から借り入れるお金です。
性質別分類 地方公共団体の経費をその経済的性質を基準として分類したもので、歳出総額に占める義務的経費の割合が低く、建設事業費のよう

な投資的経費の割合が高いほど行政構造は弾力性があり、健全な財政であるといえます。
義務的経費 人件費、扶助費、公債費など、その支出が義務付けられ、任意に削減ができない経費のことです。
人　件　費 町議会議員や各種委員会委員、職員に対して支払われる報酬や給料等です。
扶　助　費 児童福祉法、老人福祉法などに基いて支出される扶助的経費です。
公　債　費 町が借入した地方債（借金）の毎年度返済する元利償還金等をいいます。
補　助　費 亘理地区行政事務組合や亘名共立衛生処理組合などの一部事務組合に対する負担金や、各種団体に対する補助金などです。
普通建設事業費 道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用または公用施設の新増設などの建設事業に用する経費です。

労働費

872円

災害復旧費

165円

商工費

6,776円

議会費

3,441円

衛生費

10,052円

消防費

19,645円

総務費

33,993円

農林水産業費

13,789円

土木費

28,381円

公債費

30,495円

民生費

62,902円

教育費

26,244円

用語解説

歳出（性質別）の状況
一般会計の歳出決算額を性質別に見てみると、そ

れぞれの構成割合は義務的経費が44.9％、その他の
経費が47.2％、投資的経費が7.9％となりました。前年
度と比較すると、義務的経費については、その内訳
において医療費等の増加などから扶助費が増加し
ているものの、人件費、公債費が減となったため全
体で7,800万５千円の減、その他の経費については後
期高齢者医療特別会計への繰出金や負担金が増加
したものの、物件費、補助費等が減となったことから
890万５千円の減となりました。一方、投資的経費に
ついては平成20年度において大型事業がなかった
ことなどから2億2,281万５千円の減となりました。性
質別の決算額をみると、人件費や普通建設事業費の
削減分を扶助費や繰出金等の一般行政経費に充て
るという傾向になっていることがわかります。

○一般会計性質別分類内訳 （単位：千円 ％）
平成20年度 構成比 平成19年度 増減額 増減率

義務的経費 3,797,441 44.9% 3,875,446 △ 78,005 △ 2.0
人件費 2,052,707 24.3% 2,127,454 △ 74,747 △ 3.5
扶助費 807,734 9.5% 799,991 7,743 1.0
公債費 937,000 11.1% 948,001 △ 11,001 △ 1.2
その他の経費 3,993,200 47.2% 4,002,105 △ 8,905 △ 0.2
物件費 1,332,799 15.8% 1,356,086 △ 23,287 △ 1.7
補助費等 1,196,659 14.1% 1,209,607 △ 12,948 △ 1.1
操出金等 1,463,742 17.3% 1,436,412 27,330 1.9
投資的経費 662,221 7.9% 885,036 △ 222,815 △ 25.2
普通建設事業費 656,336 7.8% 872,331 △ 215,995 △ 24.8
災害復旧費 5,885 0.1% 12,705 △ 6,820 △ 53.7
合　　　　計 8,452,862 100.0 8,762,587 △ 309,725 △ 3.5

※△はマイナスを表す
町税

37億5,004万円
（42.3％）

地方交付税
23億7,495万7千円
（26.8％）

諸収入
 3億3,100万4千円（3.7％）
繰入金
 1億2,870万6千円（1.5％）
繰越金
 5,319万1千円（0.6％）

自主財源
45億3,705万4千円（51.2％）

県支出金
 4億7,946万8千円（5.4％）
国庫支出金
 3億5,969万8千円（4.1％）
地方消費税交付金
 2億7,363万4千円（3.1％）

町債
 4億8,860万円（5.5％）

分担金及び負担金 1億2,765万4千円（1.4％）
使用料及び手数料 1億2,603万9千円（1.4％）
財産収入 1,655万2千円（0.2％）
寄附金 386万8千円（0.1％）

地方譲与税 1億8,818万7千円（2.1％）
自動車取得税交付金 7,969万7千円（0.9％）
地方特例交付金 5,194万3千円（0.6％）
利子割交付金 1,412万1千円（0.2％）
交通安全対策特別交付金 461万9千円（0.1％）
配当割交付金 333万3千円（0.0％）
株式譲渡所得割交付金 94万7千円（0.0％）

依存財源
43億1,920万4千円（48.8％）

町税の内訳
町民税 15億9,902万1千円
固定資産税 16億3,214万4千円
軽自動車税 6,579万円
町たばこ税 1億9,601万3千円
都市計画税 2億2,768万8千円
入湯税 2,938万4千円

民生費
22億4,578万4千円
（26.6％）

土木費
12億1,365万1千円
（14.3％）

教育費
10億1,327万1千円
（12.0％）

農林水産業費
3億5,887万7千円
（4.2％）

衛生費
7億140万2千円
（8.3％）

公債費
9億3,700万円
（10.8％）

総務費
10億8,875万6千円

（12.9％）

商工費 2億4,192万7千円（2.9％）
議会費 1億2,286万1千円（1.4％）
労働費 3,114万5千円（0.4％）
災害復旧費 588万5千円（0.1％）

消防費
4億9,230万3千円
（5.8％）

歳出決算額
84億5,286万2千円

人件費
20億5,270万7千円
（24.3％）

人件費
20億5,270万7千円
（24.3％）

補助費等
11億9,665万9千円
（14.1％）

補助費等
11億9,665万9千円
（14.1％）

普通建設事業費
6億5,633万6千円
（7.8％）

普通建設事業費
6億5,633万6千円
（7.8％）

災害復旧費
588万5千円（0.1％）

操出金等
14億6,374万2千円
（17.3％）

操出金等
14億6,374万2千円
（17.3％）

公債費
9億3,700万円
（11.1％）

公債費
9億3,700万円
（11.1％）

扶助費
8億773万4千円
（9.5％）

扶助費
8億773万4千円
（9.5％）

物件費
13億3,279万9千円
（15.8％）

物件費
13億3,279万9千円
（15.8％）

義務的経費

その他の経費

投資的経費

一般会計歳入

性質別歳出決算内訳

一般会計歳出

歳入決算額
88億5,625万8千円

歳出決算額
84億5,286万2千円
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○一般会計・特別会計・企業会計決算収支一覧表

○地方債年度末現在高

○平成20年度の主な事業
総務費 「広報わたり」「町民のひろば」発行など

広報広聴事業 666万1千円
男女共同参画社会推進事業 37万4千円
交通安全推進事業（交通安全指導員活
動事業ほか） 1,916万8千円
人権相談・行政相談・消費生活相談等事業 221万1千円
防犯対策事業（防犯灯設置、修繕、維持
管理ほか） 859万2千円
町民乗合自動車運行事業（さざんか号
運行事業） 5,342万7千円

民生費 国民健康保険特別会計への繰出 1億6,758万6千円
後期高齢者医療特別会計への繰出 5,750万7千円
後期高齢者医療広域連合負担金 2億2,458万円
介護保険・介護認定審査会特別会計への繰出 2億5,235万8千円
老人福祉事業（老人保護措置費、介護予
防費ほか） 3,879万9千円
介護予防拠点施設（わたり温泉健康セ
ンター）等管理運営事業 2,786万6千円
障害者（児）福祉事業 2億7,847万6千円
児童館・保育所管理運営等事業 3億2,063万9千円
児童手当支給事業 2億7,259万5千円
各種医療（乳幼児・重度心身障害者・母
子父子医療費）助成事業 1億1,714万4千円

衛生費 亘理地区行政事務組合分担金（葬祭費） 1,322万2千円
各種がん検診ほか健康増進事業 5,101万1千円
予防事業（予防接種、妊婦健診・乳幼児健診ほか） 3,253万3千円
休日当番医・休日歯科診療・病院群輪番
制病院等運営事業 707万8千円
思いやりの心で育てる花と緑の町づくり事業 388万7千円
合併処理浄化槽設置整備補助金 1,817万8千円
亘名共立衛生処理組合分担金（ごみ処理） 3億811万2千円
亘名共立衛生処理組合分担金（し尿処理） 8,739万7千円

農林水産業費 用排水路整備事業 1,013万5千円
経営体育成基盤整備事業（逢隈西部ほ
場整備事業） 2,625万円
亘理北部地区農村総合整備事業 3,535万円

食糧需給総合対策事業 2,101万3千円
農地・水・農村環境保全向上活動支援事業 1,235万5千円
農山漁村活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援交付金事
業（田沢地区農業用排水路整備事業） 1,735万6千円
水産業振興事業 556万1千円
漁港修築事業（漁港修築、フィッシャ
リーナ管理ほか） 2,949万2千円

商工費 商工振興事業（中小企業振興、商工会運
営費補助ほか） 8,109万1千円
観光振興事業（観光協会補助、地域活性
化イベント事業ほか） 5,628万4千円
企業誘致対策事業 3,051万2千円

土木費 道路新設改良事業（道路維持、改良、舗
装、側溝新設、交通安全施設ほか） 2億1,863万1千円
河川整備事業（鍋倉川改修ほか） 6,992万8千円
公共下水道事業特別会計への繰出 6億500万円
街路事業（都市計画道路南町鹿島線、駅
前大通線ほか） 7,958万9千円

消防費 亘理地区行政事務組合分担金（消防費） 4億1,228万3千円
非常備消防事業（消防団活動費ほか） 5,996万2千円
消防施設整備事業（防火水槽新設ほか） 659万9千円
防災対策事業（防災行政無線、耐震関係
補助ほか） 741万4千円

教育費 小中学校管理運営事業 2億2,057万2千円
私立幼稚園就園奨励補助事業 2,726万7千円
学校給食センター管理運営事業 2億3,879万2千円
少年・青年・成人・家庭教育事業 233万円
町史編纂事業 125万4千円
文化財保護事業 1,127万6千円
図書館･資料館管理運営事業 6,823万8千円
公民館・体育館管理運営事業 4,974万7千円
保健体育事業費（鳥の海マラソンほか
スポーツ振興事業） 1,096万9千円
海洋センター管理運営事業費 1,429万1千円

災害復旧費 災害復旧事業（農林水産施設災害復旧事業） 588万5千円

○基金の状況

○町有財産の状況

平成20年度 決算
町の財政状況をみてください

「
は
ら
こ
め
し
」
の
季
節
が
終

わ
り
を
告
げ
る
師
走
、
代
わ
っ
て

旬
を
迎
え
る
の
が
「
海
苔
」
で
す
。

鳥
の
海
の
海
苔
養
殖
は
昭
和
八

年
頃
、
森
重
太
郎
さ
ん
が
養
殖
に

着
眼
し
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
は
今
と
違
っ

て
手
で
海
苔
を
摘
ん
で
い
ま
し
た

が
、
か
な
り
の
収
量
が
あ
り
、
漁

業
よ
り
も
海
苔
が
良
い
と
、
二
人

か
ら
八
人
、
十
人
、
も
っ
と
増
え

て
百
人
近
く
の
人
が
養
殖
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
苔
の
摘
み
取
り
も

機
械
化
さ
れ
効
率
が
良
く
な
っ
た

も
の
の
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
徐
々
に
養
殖
を
や
め

る
漁
家
が
増
え
、
今
で
は
四
人
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

上
質
な
荒
浜
の
海
苔

海
苔
は
、水
温
が
二
十
三
度
前

後
に
な
る
九
月
二
十
日
ご
ろ
、網
に

く
く
り
付
け
た
貝
に
海
苔
の
胞ほ

う

子し

（
種
）を
付
け
、鳥
の
海
湾
内
で
育
て

ま
す
。一
ヵ
月
ほ
ど
し
て
約
一
キ
ロ

の
沖
合
い
に
沈
め
、十
一
月
中
旬
頃
、

収
穫
の
と
き
を
迎
え
ま
す
。

荒
浜
の
海
苔
は
、
収
穫
す
る
と

す
ぐ
に
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
品
質

が
よ
く
、
色
・
艶
そ
し
て
香
り
共

に
他
の
産
地
に
勝
る
お
い
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
苔
は
海
の

緑
黄
色
野
菜
と
も
い
わ
れ
、
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な

ど
、
快
適
な
毎
日
を
送
る
た
め
の

「
元
気
の
素
」
が
た
っ
ぷ
り
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
が
大
好
き
な

「
の
り
巻
き
」
を
は
じ
め
、
家
庭

の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
海
苔
、
ぜ

ひ
地
元
荒
浜
の
海
苔
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
贈
り
物
と
し
て

も
喜
ば
れ
る
逸
品
で
す
。

問
　
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

亘
理
支
所

☎
三
五
―
二
一
一
一

お
お
え
物
産
味
覚
ま
つ
り

へ
参
加
し
ま
し
た
！

十
一
月
八
日
、
山
形
県
西
村
山

郡
大
江
町
の
「
お
お
え
物
産
味
覚

ま
つ
り
」
に
、
亘
理
の
物
産
を
紹

介
す
る
た
め
町
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
江
町
は
、寒
河
江
市
の
西
隣
、

人
口
約
九
千
七
百
人
の
町
で
、
宮

城
県
と
山
形
県
が
進
め
る
仙
山
交

流
の
一
環
と
し
て
、
今
年
か
ら
文

化
・
物
産
の
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
す
。

一
月
の
「
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大

会
」
や
三
月
の
「
伊
達
な
わ
た
り

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
」
に
も
大
江
町

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

海苔の養殖作業のようす

日本の味
荒浜の新海苔
できました。

仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーン

仙
山
交
流
情
報
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秋
の
叙
勲
受
章
者
が
十
一
月

三
日
に
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら

は
元
亘
理
町
消
防
団
分
団
長
の

末
木
宗
治
さ
ん
（
中
原
）
が
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
（
十
月
十
日
発
表
）
で
は
、

元
陸
上
自
衛
隊
二
等
陸
尉
の
小

林
幸
雄
さ
ん
（
森
房
）
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
岩
沼
、
宇
都

宮
の
航
空
学
校
で
二
十
年
に
わ

た
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
に
携

わ
り
、東
北
方
面
航
空
隊（
霞
目
）

で
は
、
航
空
機
の
安
全
性
確
保

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

末
木
さ
ん
は
、
長
年
消
防
防

災
に
携
わ
り
、
分
団
長
と
し
て

団
員
の
育
成
に
努
め
る
な
ど
、

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め

消
防
体
制
の
確
立
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介
は
、

承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
二
日
、
宮
城
県
功
労
者

の
表
彰
式
が
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
地
方
自

治
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
五
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
の
日
表
彰
は
、地
方
自
治
、

産
業
、
教
育
、
民
生
な
ど
各
分
野

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
県
政

の
進
展
、
県
民
福
祉
の
増
進
、
芸

術
文
化
の
向
上
等
に
寄
与
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と

な
る
方
（
団
体
）
に
対
し
、
年
一

回
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。受

賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

瑞
宝
単
光
章

末
木　

宗
治 

氏

【
自
治
功
労
】

廣瀨  芳朗 氏
元亘理町議会議員
（新町南）

多年にわたる議
員活動を通じて、
地方自治の確立
と住民福祉の向
上に尽力されま
した。

【
消
防
防
災
功
労
】森  義重 氏

亘理町消防団長
（吉田浜北）

消防団長として
町民の生命財産
を守るため災害
の予防防御に尽
力され、地域の
安全に貢献され
ました。

加藤  利郎 氏
亘理地区行政事務
組合消防司令長
（十文字村）

消防司令長とし
て部下の統率と
消防精神の育成
に努めるなど地
域の安全に尽力
されました。

【
防
犯
功
労
】

佐藤  新也 氏
亘理町防犯協会
防 犯 実 働 隊 長

（築港）

防犯実働隊長と
して、犯罪の防
止に尽力し、地
域の治安維持に
尽力されました。

【
調
査
統
計
功
労
】丸子  勝 氏

亘理町統計調査員
（開墾場）

統計調査員とし
て各種統計調査
に尽力され、調
査統計の普及・
改善に尽力され
ました。

武田  鐵男 さん

瑞
宝
双
光
章

小
林　

幸
雄 
氏

叙
勲
の
栄
誉

秋
の
叙
勲
・

　
　
　
　

  
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋
の
叙
勲
・

　
　
　
　

  
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

宮城県功労者

文化の日表彰

平成21年度

亘理町 町政功労者
教育功績者表彰

町
政
や
教
育
振
興
の
各
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰

す
る「
町
政
功
労
者・教
育
功
績
者

表
彰
式
」
が
十
一
月
二
日
、亘
理
町

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
齋
藤
邦
男
町
長
が

町
政
功
労
者
一
人
ひ
と
り
に
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
伊

藤
博
さ
ん
は
「
受
賞
を
励
み
に
こ

れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
町
勢
の
伸

展
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
町
政
功
労
者
】

自
治
功
労

▼
山
田
勝
義（
新
町
中
）▼
菊
池

助
治
（
箱
根
田
東
）
▼
伊
籘
博

（
早
川
）▼
千
葉
一
郎（
祝
田
西
）

民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労

▼
高
野
信
芳（
神
宮
寺
）▼
上
原

忍（
箱
根
田
東
）▼
佐
藤
信（
北

城
東
）
▼
山
形
光
孝
（
駅
前
東
）

▼
津
川
偉
章（
北
城
東
）

治
安
維
持
功
労

▼
南
條
弘
美（
四
丁
目
）▼
三
浦

光
三
（
神
宮
寺
）
▼
日
下
清
一

（
南
長
瀞
）▼
庄
司
春
治（
上
郡
）

▼
伊
藤
宏
允（
下
茨
田
）▼
小
野

洋
治
（
上
町
北
）
▼
片
平
洋
之

（
上
大
畑
）
▼
平
間
勝
彦
（
吉
田

浜
南
）
▼
鈴
木
弘
（
大
畑
浜
南
）

▼
武
田
俊
男（
榎
袋
）▼
横
山
長

男（
今
泉
）▼
菊
地
清
文（
上
の

町
）▼
佐
籘
洋
一（
早
川
）

消
防
防
災
功
労

▼
丸
子
敏
一（
長
瀞
浜
）▼
酒
井

潤
一
（
南
城
東
）
▼

地
正
夫

（
上
の
町
）▼
長
田
和
男（
早
川
）

善
行
功
労

▼
髙
橋
進（
箱
根
田
西
）

町
長
感
謝
状

▼
鳥
の
海
ふ
れ
あ
い
市
場
（
築

港
）▼
株
式
会
社
リ
ー
ド（
神
奈

川
県
横
浜
市
）
▼
有
限
会
社
大

友
園
芸
（
榎
袋
）
▼
長
島
勝
昭

（
東
京
都
調
布
市
）▼
羽
田
正
喜

（
新
町
南
）

【
教
育
功
績
者
】

教
育
委
員
会
表
彰

▼
齋
藤
雅
之（
岩
沼
市
）▼
中
澤

稔
（
中
町
北
）
▼
濵
野
か
じ
子

（
箱
根
田
西
）
▼
若
松
捷
子
（
新

井
町
）
▼
山
形
正
志
（
五
日
町
）

▼
須
藤
久
男（
南
町
北
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

▼
株
式
会
社
リ
ー
ド
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）
▼
有
限
会
社
大
友

園
芸（
榎
袋
）▼
羽
田
正
喜（
新

町
南
）

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
（
写
真
上
が

町
政
功
労
者
、下
段
は
教
育
功
労
者
）

武
田
鐵
男
さ
ん
に

文
部
科
学
大
臣
表
彰

地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
、

元
亘
理
町
教
育
委
員
の
武
田
鐵
男

さ
ん
（
舘
南
下
）
が
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

武
田
さ
ん
は
、
平
成
四
年
か
ら

十
六
年
に
わ
た
り
教
育
行
政
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰

▼
武
田
鐵
男
（
舘
南
下
）

▼
松
岡
秀
明
（
十
文
字
村
）

○
宮
城
県
統
計
協
会
長
表
彰

▼
奥
原
隆
則
（
早
川
）

○ 

宮
城
県
統
計
調
査
員
協
議
会
連

合
会
長
感
謝
状

▼
内
海
幸
二
（
三
丁
目
）

○ 

宮
城
県
交
通
安
全
指
導
員
功
労

者
表
彰

▼
小
野
孝
子
（
新
丁
）

▼
伊
東
孝
志
（
柴
町
）

○
宮
城
県
交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰

▼
亘
理
町
交
通
安
全
指
導
隊

お
め
で
と
う
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十
一
月
十
日
、

亘
理
町
役
場
に
て

亘
理
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
七
月

に
設
置
し
て
以

来
、
七
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

こ
の
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員

会
」
は
亘
理
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
平
成
二
十
年

四
月
制
定
）
に
基
づ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
協
働
を
具
体
化
す

る
た
め
の
取
り
組
み
や
そ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う
社

会
情
勢
の
中
、
本
町
に
お
い
て
も
地
域
住
民
が
主
体
的

に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
早
急
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認

し
、地
区
内
の
各
種
団
体
等
を
包
括
的
に
組
織
し
た「
地

区
協
議
会
」
の
設
立
に
向
け
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
進
め
る
よ
う
結
論
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
結
論
に
従
い
、
十
二
月
か
ら
地
域
に

出
向
き
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

開
館
十
五
周
年
を
迎
え

た
町
立
図
書
館
の
「
図
書

館
ま
つ
り
」
が
十
一
月

三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
「
古
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
」
に
は
、
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
供

さ
れ
た
約
二
千
冊
の
本
が

並
び
、
来
場
者
は
夢
中
に

な
っ
て
品
定
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
悠
里
亭
落
語
」
と
称
し
た
寄
席
が
開
か
れ
、

今
野
家
も
う
世ぜ

さ
ん
ら
が
東
方
落
語
を
披
露
、
親
し
み

や
す
い
方
言
で
の
語
り
に
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

図
書
館
利
用
百
万
人
達
成

一
方
、
図
書
館
の
貸
し
出
し
利
用
者
が
十
月
二
十
五

日
に
百
万
人
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
、
百
万
人

目
の
利
用
者
と
な
っ
た
髙
橋
祥
子
さ
ん
（
桜
小
路
東
）

に
、
齋
藤
町
長
か
ら
認
定
証
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
髙

橋
さ
ん
は
鬼
平
犯
科
帳
（
池
波

正
太
郎
著
）
な
ど
の
時
代
小
説

が
好
き
で
、
開
館
当
初
か
ら
利

用
し
て
お
り
、
百
万
人
目
と
聞

き
、と
て
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
「
第
四
十
一
回
亘
理
町
文
化
祭
」
が

亘
理
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
大
堀
欣
七
亘
理
町
芸
術
文
化
協
会
長
は
「
み
な
さ
ん
の

一
年
の
成
果
、
作
品
を
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
芸
術
の
秋
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
亘
理
町
芸
術
文
化
協
会
の
加
盟
団
体
と
一
般

か
ら
出
展
さ
れ
た
写
真
や
山
野
草
な
ど
の
作
品
が
飾
ら

れ
、
来
場
者
は
作
品
の
特
徴
や
制
作
方
法
な
ど
を
熱
心
に

聞
い
て
ま
し
た
。

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
協
会
加
盟
団
体
に
よ
る
大
正
琴

や
コ
ー
ラ
ス
・
踊
り
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
来
場
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
し
、
二
日
間
の
文
化
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
齋
藤
町
長
は
数
え
年
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
鈴
木
さ
い
さ
ん
（
明
治

四
十
三
年
十
一
月
十
五
日
生
・
開
墾
場
）
を
訪
問
し
、
特
別
敬
老
祝
い
金
と
「
長
寿
」
と
書

か
れ
た
色
紙
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

さ
い
さ
ん
は
、
漁
家
か
ら
農
家
に
嫁
ぎ
、
慣
れ
な
い
仕

事
と
経
済
的
に
大
変
苦
労
し
た
そ
う
で
、
息
子
の
幸
一
さ

ん
は
「
今
こ
う
し
て
立
派
な
家
に
住
み
家
族
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
ま
で
家
事
を
手
伝
う
な
ど
、
元
気
な
さ
い
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
」
の
来
館
者
が
、
十
月
三
十
一

日
に
四
十
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

四
十
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
角
田
市
の
太
田
多
賀
子

さ
ん
で
、
齋
藤
町
長
か
ら
記
念
と
し
て
、
日
帰
り
休
憩
食

事
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
、「
個
人
的
に
は
度
々
来
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
今
日
は
町
内
会
の
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
み
に
し
て
来

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
は
、
昨
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

約
一
年
九
ヵ
月
で
四
十
万
人
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
十
二

月
中
旬
に
は
「
ほ
っ
き
め
し
」
も
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鳥
の
海
を
駆
け
抜
け
る
「
第
十
九
回
わ
た
り
鳥
の
海
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
十
一
月
八
日
、
わ
た
り
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
前
発
着
の
鳥
の
海
湾
岸
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
県
内
の

ほ
か
福
岡
県
や
青
森
県
な
ど
か
ら
も
愛
好
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
天
候
の
回
復
と
と
も
に
気
温
が
上
が
り
、

苦
戦
し
た
参
加
者
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
沿
道
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
、
一
・
五
キ
ロ
親
子
ペ
ア
の
部
や
高
校
生
以
上

十
キ
ロ
の
部
な
ど
十
六
種
目
に
、
過
去
最
高
の
千
五
百
七

十
五
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
清
清
し

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

悠
里
亭
落
語
寄
席
が
盛
況

町
立
図
書
館
ま
つ
り

観
客
を
魅
了
し
た
文
化
祭

数
え
年
百
歳
を
祝
う

お
か
げ
さ
ま
で
四
十
万
人
　
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

鳥
の
海
マ
ラ
ソ
ン
　
千
五
百
人
が
力
走

様々な角度から「地域協働のまちづくり」に
ついて意見交換

P
H

O
TO

東方落語を披露する今野家世はねさん（上）、利用者100万
人の認定証贈呈式（右側が髙橋さん）

P
H

O
TO

40万人目の来館者となった太田さん（下段
中央）

P
H

O
TO

一斉にスタートする男女10キロメートルの部

P
H

O
TO

日頃の練習の成果を発表するみなさん

P
H

O
TO

鈴木さいさんの数え年100歳を祝う齋藤町長

P
H

O
TO
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町職員の給与
定員管理等のあらまし

平成21年４月１日現在

亘理町職員の給与は、職務内容・職責に応じて支給
される給料と、扶養・通勤手当などの諸手当から構成
され、「亘理町職員の給与に関する条例」などにより
適正な給与制度の運用を図っています。
町では、町民のみなさんに一層のご理解とご協力を

いただくため、町職員給与等のあらましと職員数の状
況をお知らせします。
全体については、ホームページに掲載していますの

でご覧ください。
問　総務課 総務班（☎34－1111）

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員給与の状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成21年４月１日現在）

４　職員の服務の状況

５　職員研修及び勤務成績の評定の状況
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一
月　
　

一
日 

亘
理
町
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
始
ま
る

　
　
　
　

十
一
日 

亘
理
町
成
人
式 

四
百
八
十
三
人
が
新
成
人
と
な
る

　
　
　

二
十
五
日 

第
十
九
回
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大
会

　

一
月　

三
十
日 

太
陽
光
発
電
素
材
メ
ー
カ
ー
の
エ
ム
・
セ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
新
工

場
建
設
に
係
る
立
地
協
定
を
締
結
（
宮
城
県
庁
）

　

二
月　
　

六
日 

第
十
八
回
亘
理
町
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
の
つ
ど
い

　

二
月　
　

十
日 

宮
城
県
南
サ
ミ
ッ
ト
亘
理
町
で
開
催
さ
れ
る

　

二
月　

十
四
日 

第
十
八
回
亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
第
十
七
回
亘
理
町
文
化
賞
顕
彰
式

　

二
月
下
旬
～
三
月
上
旬　

 

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
に
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
る

　

三
月　
　

一
日 

亘
理
町
食
育
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
る

 

伊
達
な
わ
た
り
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

　

三
月
二
十
五
日
～
四
月
二
日　

亘
理
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　

三
月　

三
十
日 

総
合
南
東
北
病
院
と
病
院
群
輪
番
制(

二
次
救
急
医
療)

病
院
等
運
営

事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
　
　

三
十
一
日 

第
二
期
亘
理
町
障
害
福
祉
計
画
、
第
四
期
亘
理
町
老
人
保
健
福
祉
計

画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　

四
月　
　

一
日 

定
額
給
付
金
受
け
付
け
始
ま
る(

十
月
一
日
申
請
受
付
終
了)

 

﹃
町
民
の
ひ
ろ
ば
﹄
が
四
月
一
日
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
る

 

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
に
初
の
女
性
消
防
職
員
が
採
用
さ
れ
る

 

宮
城
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
参
加

　

四
月
二
十
八
日 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
、
町
警
戒
本
部
が
設
置
さ
れ
る

　

六
月　
　

一
日 

環
境
を
考
え
町
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
レ
ジ
袋
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト

　

六
月　

十
四
日 

亘
理
町
総
合
防
災
訓
練

　

六
月
二
十
八
日 

女
と
男
共
に
学
ぶ
町
民
の
つ
ど
い 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

六
月
二
十
九
日 

亘
理
町
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る

　

七
月　
　

一
日 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
普
及
促
進
補
助
金
の
受
け
付
け
始
ま
る

　

七
月　
　

四
日 

｢
亘
理
町
清
掃
の
日｣

町
内
一
斉
清
掃

　

八
月　
　

一
日 
亘
理
町
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
・
ラ
ジ
オ
体
操
会

　

八
月　

十
五
日 

二
〇
〇
九
年
わ
た
り
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

　

八
月
二
十
九
日 

わ
た
り
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
九

　

八
月　

三
十
日 

衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

九
月
三
日
～
六
日　

全
日
本
男
子
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
三
次
強
化
合
宿
が
亘
理

町
佐
藤
記
念
体
育
館
で
行
わ
れ
る

　

九
月　

十
二
日 

常
磐
自
動
車
道
山
元
IC
︱
亘
理
IC
間
が
開
通

　

九
月　

十
九
日 

亘
理
町
敬
老
式
典

　

十
月　
　

一
日 

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
仙
台
・
宮
城
︻
伊
達
な
旅
︼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

開
催
（
十
二
月
末
ま
で
）

 

亘
理
土
地
改
良
区
・
亘
理
郡
坂
元
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
調
印

式
（
山
元
町
）

 

亘
理
町
ま
ち
づ
く
り
企
画
提
案
事
業
・
亘
理
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
支

援
事
業
補
助
金
の
受
け
付
け
始
ま
る

　

十
月　
　

五
日 

町
民
乗
合
自
動
車
「
さ
ざ
ん
か
号
」
の
一
部
区
間
フ
リ
ー
乗
降
試
行

　

十
月　

十
一
日 

荒
浜
漁
港
水
産
ま
つ
り

　

十
月　

十
四
日 

宮
城
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
と
災
害
時
に
お
け
る
建
築
物
等
解
体

撤
去
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

十
月　

十
七
日 

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
宮
城
県
予
選
会
で
男
子
の
東
北
高
校

が
十
八
年
ぶ
り
に
、
女
子
仙
台
育
英
学
園
高
校
は
十
八
年
連
続
優
勝

　

十
月　

十
八
日 

わ
た
り
ト
コ
ト
ン
商
人
ま
つ
り

　

十
月　

二
十
日 

「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
伊
達
開
拓
ふ
る
さ
と
従
兄
弟

（
い
～
と
こ
）
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
が
山
元
町
で
開
催
さ
れ
る

　

十
月
二
十
五
日 

宮
城
県
知
事
選
挙　

村
井
嘉
浩
氏
当
選
（
再
選
）

 

図
書
館
貸
出
利
用
者
百
万
人
を
超
え
る

　

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
一
日　

第
四
十
一
回
亘
理
町
文
化
祭

十
一
月　

二
日 

亘
理
町
町
政
功
労
者
・
教
育
功
績
者
表
彰
式

十
一
月　

八
日 

第
十
九
回
わ
た
り
鳥
の
海
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
二
月　

四
日 

町
税
滞
納
整
理
に
伴
う
差
押
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
始
ま
る

十
二
月
十
二
・
十
三
日　

亘
理
町
議
会
休
日
議
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

亘
理
町
　
こ
の
一
年
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町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
入

し
て
い
た
だ
い
た
町
税
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
・
交
付
税
な
ど
の
使
い
み
ち
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、「
亘
理
町
財
政
報
告

書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
町
有
財
産
や
町
債
の
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、平
成
二
十
一
年
度
上
半
期（
四

月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
）
の
各
種

会
計
予
算
の
執
行
状
況
と
、
財
政
事
情
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、当
初
予
算
八
九
億
六
、

三
〇
〇
万
円
で
し
た
が
、
補
正
予
算
等
を

平
成
二
十
一
年
度
上
半
期（
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
）の
各
種
会
計
予
算
の

執
行
状
況
と
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
え
た
九
月
三
十
日
現
在
で
は
、
一
〇
一

億
一
〇
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
五

二
億
一
八
九
万
円
（
五
一
・
五
㌫
）
が
収

入
と
し
て
町
に
入
り
、
四
九
億
一
、〇
二

一
万
円
（
四
八
・
六
㌫
）
が
事
業
実
施
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
安
全
で

安
心
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
に
、経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
快
適
な
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆町債の現在高

◆町有財産の状況（水道事業会計を除く）

◆平成21年度一般会計の予算執行状況
【歳入】

【歳出】

◆平成21年度予算に対する町民の税負担状況

◆平成21年度特別会計の予算執行状況

◆平成21年度水道事業会計の予算執行状況

平
成
二
十
一
年
度 

上
半
期
財
政
状
況
報
告

わたり発　いちごだワ・イン

仙台いちごの特産地・亘理町だからできたワイン
　　広がるいちごの甘い香りとフルーティーな風味をお楽しみください

夢みる乙女
お求めは、亘理町小売酒販協議会・銘酒会加盟店で。
アルコール分５％
360㎖・595円／ 720㎖・1,080円　［箱付き1,100円］（税込）

お酒は20歳になってから。飲酒運転は絶対にやめましょう。お酒は楽しくほどほどに。

選りすぐりの亘理産いちごから
かわいいワインができました。
選りすぐりの亘理産いちごから
かわいいワインができました。

12月１日 解禁12月１日 解禁
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文

芸

春
夏
秋
冬

ふ れ あ い ひ ろ ばふ れ あ い ひ ろ ば

譲ってください

譲ります

●クラシックギター
●亘理保育所用お昼寝布団（柄は女の子）
●チャイルドシート（１～３歳用無料）
●木製食卓テーブル（２人用）
●電気釜（３合炊き）１台
●コンビ製ベビー用ラック

リサイクル情報リサイクル情報

リサイクル情報コーナーでは、みなさんから、欲しいもの、
差し上げたいものの情報をお待ちしています。

問　町民生活課 生活班　☎34－1113

●のぞみ幼稚園 男の子用
　園服（110～120）、かばん
●おてもやんと安来節が入っている
　CDかカセットテープ
●テレビ１台（13～15インチ）
●洗濯機

Another 綾辻 行人著／角川書店

26年前に死んだ生徒にまつわる怪談が、いま
も囁

ささや

かれている夜見山北中学。東京から転入し
てきた榊原恒一は、何かに怯

おび

えているようなク
ラスの雰囲気に違和感を覚える。そんな中、ク
ラスメイトが凄惨な死を遂げた！この“世界”で
はいったい、何が起こっているのか？秘密を探
るべく動きはじめた恒一を、さらなる謎と恐怖
が待ち受ける。

今月のおすすめ
誰かと暮らすということ／伊藤たかみ著・角川書店
カデナ／池澤夏樹著・新潮社
ほかならぬ人へ／白石一文著・祥伝社
ぬるい男と浮いてる女／平安寿子著・文藝春秋
聖徳太子の蜜使／平岩弓枝著・新潮社
葛野盛衰記／森谷明子著・講談社

◆ クリスマスおはなし会　12月19日（土）　11：00～
◆ マイバック持参にご協力ください

問　町立図書館　☎34－8700

亘
理
の
植
物
方
言
に
つ
い
て

私
の
使
っ
て
い
る﹃
牧
野 
新
日

本
植
物
図
鑑
﹄（
牧
野
富
太
郎
著　

北
隆
館
刊
行　

昭
和
四
十
九
年
）

に
は
、三
八
九
六
種
（
変
・
品
種
を

含
む
）
の
植
物
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
ら
に
は
日
本
名
と
横

文
字
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
う
ち
、横
文
字
の
名
前
は

学
名
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、「
万
国

植
物
命
名
規
約
」
に
基
づ
い
て
ラ

テ
ン
語
で
付
け
ら
れ
、世
界
中
に

通
用
す
る
名
前
な
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
名
は「
和

名
」
と
呼
ば
れ
、名
前
を
付
け
る
の

に
特
別
な
規
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。し

た
が
っ
て
、本
来
は
ど
う
呼
ん
で
も

か
ま
わ
な
い
の
で
す
。し
か
し
、そ

れ
で
は
混
乱
が
生
じ
る
の
で
、最
初

に
決
め
た
名
前
を
尊
重
し
て
、標
準

と
な
る
日
本
名（
標
準
和
名
）を
決

め
て
い
ま
す
。こ
の
標
準
和
名
が
植

物
図
鑑
や
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
名
前
な
の
で
す
。

私
た
ち
が
普
段
呼
ん
で
い
る
植

物
の
名
前
の
な
か
に
は
、

標
準
和
名
と
一
致
し
な
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、私
た
ち
が
方

言
で
呼
ん
で
い
る
も
の
が

多
い
か
ら
で
す
。方
言
名

は
人
間
が
営
み
を
は
じ
め

た
こ
ろ
か
ら
関
わ
り
あ
っ
て
き
た

呼
び
名
で
、そ
の
土
地
に
住
ん
で
き

た
人
々
の
、古
く
か
ら
の
生
活
様
式

や
風
習
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
知
る
上
で
も
方
言
は
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、標
準
語
で

の
教
育
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
今
日
、

方
言
は
日
に
日
に
風
化
し
て
お
り

ま
す
。方
言
は
一
つ
の
文
化
で
あ
り
、

植
物
の
方
言
名
も
文
化
の
遺
産
と

し
て
正
し
く
記
録
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

方
言
名
を
記
録
す
る
上
で
大
切

な
こ
と
は
、
そ
の
土
地
の
訛な

ま

り
な

ど
日
常
会
話
の
特
徴
を
知
る
こ
と

で
す
。
亘
理
の
場
合
、
高
齢
者
の

多
く
は
「
キ
」
を
発
音
で
き
ず
、

「
ち
」「
ぢ
（
じ
）」「
つ
」
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、「
ヒ
」
は
「
し
」、

「
シ
」
は
「
す
」、「
ニ
」
は
「
ぬ
」

な
ど
訛
る
語
句
が
多
い
よ
う
で
す
。

方
言
は
訛
り
言
葉
で
語
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
あ

ぶ
ぐ
た
ら
す
」「
こ
ん
ぺ
ん
と
う
」

「
べ
ご
の
す
か
ん
ぽ
」
な
ど
、﹃
亘
理

町
史
自
然
編
﹄
で
は
こ
れ
ら
の
方

言
名
に
標
準
和
名
と
科
名
、
簡
単

な
説
明
を
つ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

亘
理
町
史
自
然
編
執
筆
者

齋
藤　

清

（
亘
理
町
在
住　
﹃
亘
理
町
史
下
巻
﹄

「
亘
理
の
自
然
」
執
筆
者
）

問
　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

☎
三
四
―
八
七
〇
一

わたりの

自 然

問　町立図書館　☎34－8700
※展示期間：12月2日（水）～1月4日（月）

7日（月）、14日（月）、21日（月）、23日（水）、
25日（金）、28日（月）、29日（火）、
30日（水）、31日（木）

亘理警察署だより亘理警察署　☎34－2111
緊急のときは  「110番」へ

Police station 10月の交通事故発生件数
区　　分 発生件数 傷者 死者

区
　
　
分

駐
在
所
別

計 73 24 0
亘　理 45 18 0
荒　浜 9 2 0
浜吉田駅前 1 0 0
田　沢 18 4 0

対
比
H21．1～10 696 161 3
H20．1～10 627 155 2
問　亘理警察署 交通課（☎34－2111）

飲酒運転は犯罪です。
12月になり忘年会等で飲酒する機会が増える季節です。
飲酒運転は、重大事故に直結します。
飲酒運転は絶対に許さない、という強い決意のもとに飲酒運転を根絶
しましょう。

　飲酒運転　叱る友こそ　真の友
まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人　

酒飲み運転追放「３ない運動」
・運転するときは酒を飲まない
・酒を飲んだら運転しない
・運転者には酒を出さない

ハンドルキーパー運動
自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒を飲まない人（ハンド
ルキーパー）を決め、その人が仲間を自宅まで送り届けることで、飲酒
運転を抑止する運動です。

振り込めは
あわてず急がず

まず相談
● 自分から息子や孫の名前は絶対に言
わないように！
　 「どちら様ですか？」と、まず聞き
返しましょう！

● お金の要求、口座番号やキャッシュ
カードについて聞いてきたら詐欺だ
と疑いましょう。
　 「警察」や「銀行協会」を名乗った
時は特に注意‼

日 会　社　名 電話番号
6日（日） ㈱嶺利設備工業所（中泉）34－3798
12日（土） ㈱コムロ（早川） 34－8027

13日（日） ㈲嶺岸設備（上町北） 34－1881

20日（日） ㈲森管工業（鳥屋崎） 35－3188

23日（水） 要設備㈱（南町北） 34－1249

26日（土） 興信管工㈱（大畑浜南） 36－3211

27日（日） ㈱宍戸工業所（早川） 34－1722

29日（火） 阿部春建設㈱（下茨田） 34－3721

30日（水） 日幸電設㈱（鹿島） 34－3161

31日（木）㈲門脇総合設備（長瀞浜）34－7775

休日の水道修理業者

問　上下水道課　☎34－0515

横
穴
古
墳
の
入
口
塞
ぐ
泡
立
草

 

渡
辺　

睦
夫

豪
雨
あ
り
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田
た
ち
ま
ち
湖
め
く

 

小
野　

の
ぶ

病
院
の
背
山
の
ど
ん
ぐ
り
孫
拾
ふ

 

大
坂　

君
江

手
造
り
の
栗
羊
羹
誕
生
日

 

金
升　

富
美
子

鮭
二
匹
慣
れ
を
臆
せ
ず
捌
き
け
り

 

渡
辺　

美
知
子

医
に
通
ふ
道
冬
晴
に
気
も
軽
し

 

鈴
木　

壷
山

亘
理
ひ
い
ら
ぎ
句
会

8

悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー

「真摯な芸術展」

今月の図書館・郷土資料館の休館

図書館からの
お知らせ ＆ お願い

▲「べごのすかんぽ」
（標準和名：オオイタドリ）
タデ科の大形な多年草。
山野に生え、若芽と若い
茎は食べられる。

・　  の引き取り
犬猫の引き取りは塩釜保健所岩沼支所で
行っています。
引 取 日　毎週水曜日（第５水曜日、祝日は除く）
引取時間　10：00～12：00

問　塩釜保健所 岩沼支所（☎22－2188）

運転するときは
酒を飲まない

運転者には
酒を出さない

酒を飲んだら
運転しない
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健康のひろば

健

カ

康

ラ
ダ

は

こ
こ

● ● ● 保健カレンダー ● ● ●

● ● ● 子育て支援 ● ● ●

● ● ●  相　談  ● ● ●

冬
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
寒
く
な

る
と
体
内
で
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ

て
体
の
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
防
衛
す

る
た
め
、
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
血
圧
の
高
い
方
や

年
配
の
方
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
急
激
な
温
度
変
化
で
す
。
ト
イ

レ
や
浴
室
は
、
居
間
な
ど
に
比
べ
て

温
度
が
低
い
た
め
、
浴
室
は
事
前
に

暖
か
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
寒
い
脱
衣
所
で
裸
に
な
り
、
ザ

ブ
ン
と
湯
船
に
入
る
の
も
危
険
で

す
。ト

イ
レ
に
行
く
と
き
は
、
上
に
一

枚
羽
織
る
心
が
け
も
大
事
で
す
。

保健行事 日にち 受付時間 対象者 会　場

ピカピカ教室
2歳6か月児
親子歯科健診
◎ 歯ブラシを持参
してください

２日（水） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成19年５月生

保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

乳
幼
児
健
康
診
査
お
よ
び
相
談
に
お
い
で
の
際
は
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

3歳6か月児
健康診査 ９日（水） 13：00～13：30

（終了予定時間15：30） 平成18年５月生

6･7か月児相談 15日（火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成21年５月生

3・4か月児
健康診査 16日（水） 13：00～13：30（終了予定時間15：30） 平成21年８月生

1歳8か月児
健康診査
◎ 歯ブラシを持参
してください

24日（木） 13：00～13：30（終了予定時間15：30） 平成20年３月生

母子健康手帳発行 7・14・
21日（月）

9：00～9：15
（終了予定時間9：45頃） 現在妊娠中の方

乳幼児相談 7・14・
21日（月） 9：30～11：30

子どもの身体測定、
離乳食等、育児に関
する相談をしたい方

内　　　容 対　象　者 日にち 時　間 場　所 問い合わせ

｢お誕生日会＆お茶会｣・「育児相談」 未就学児 3日（木） 10：00～12：00 逢 隈 保 育 園 ☎32－9888

給食試食会 詳しくはP25 8日（火）・9日（水） 11：00～11：50 鹿 島 保 育 所 ☎34－2900

観劇会
「ながぐつをはいたねこ」 未就学児 10日（木） 10：00～11：00 中 央 公 民 館 荒浜児童館

☎35－2720

ヨガ体操 2・3歳児
（20組） 10日（木） 10：00～12：00 逢 隈 保 育 園 ☎32－9888

いちごクラブ
〝親子でクッキング〟 詳しくはP24 14日（月） 10：00～11：30 吉 田 児 童 ク ラ ブ ☎36－2255

子育てサロン
「ピープル・ツリー」 どなたでも 16日（水） 10：00～12：00 中 央 公 民 館 生涯学習課

☎34－0510

クリスマスコンサート 未就学児 17日（木） 10：00～12：00 逢 隈 保 育 園 ☎32－9888

合同子育て支援事業
｢クリスマス会｣ 詳しくはP24 21日（月） 10：00～11：30 中 央 公 民 館 亘理児童クラブ

☎34－2752

保育室開放（いちごクラブ） 未就学児 2・9日（水） 10：00～12：00 吉 田 児 童 ク ラ ブ ☎36－2255

保育室開放 未就学児 3日（木）・8日（火） 10：00～11：30 亘 理 児 童 ク ラ ブ ☎34－2752

全血献血
12月９日（水）
場　　所　 七十七銀行亘理支店
受付時間　10：00～11：30

場　　所　 亘理町役場
受付時間　13：00～16：00

※ 藤崎献血ルーム･献血ルームア
エル20でも行えます。

※ 献血の際は、本人確認のため、運転免許
証等の身分証明書を忘れずに持参してく
ださい。

※ 各ルームの受付時間は輸血用血液需要状
況により変更になることがあります。

問　保健福祉課 健康推進班
☎34－0524

休日当番医
日 当　直　医 地　区 電話番号

６日（日）
大友医院ヒロミ小児科 祝田東 34－3204
斉藤歯科医院 早川 34－8241
星歯科医院 名取市 022－384－7008

13日（日）
山形外科医院 祝田東 34－3171
佐藤歯科・矯正歯科医院 新町南 33－0355
清水歯科医院 名取市 022－384－6338

20日（日） 菊地内科医院 山元町 37－3300
鳥羽歯科医院 岩沼市 23－5005

23日（水）
熊谷内科医院 中町北 34－5140
きくち歯科 下茨田 34－0644
荘司歯科医院 名取市 022－384－0101

27日（日） 柿沼循環器科 中泉 32－2871
あいタウン歯科クリニック 岩沼市 23－6480

29日（火） 板橋胃腸科肛門科 中泉 34－8911

30日（水）
高橋内科乳腺クリニック 中泉 33－1121
にいの歯科 山元町 38－1887
なとり駅前歯科クリニック 名取市 022－382－3343

31日（木）
佐藤外科内科 中泉 34－1251
三浦クリニック 新町南 33－1811
小島歯科医院 岩沼市 22－6480

相談の種類 主な相談内容 日　　時 場　所 問い合わせ

生活心配
ごと相談

家 庭、賃 借、老
後、子 ど も に 関
す る 悩 み ご と

7・14・21日（月）
10：00～15：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

社 会 福 祉
協 議 会
☎34－7551

消 費 生
活 相 談

訪問販売、消費生
活 に 関 す る こ と

月～金曜日
（祝日を除く）
9：00～15：45

町民生活課

町民生活課
☎34－1113

人権相談
家 族 紛 争、い じ
め・虐 待 な ど、人
権 に 関 す る こ と

5日（土）
※1月は18日（月）
10：00～15：00

中央公民館
（第２研修室）

行政相談
国、県、町 の 仕
事 に つ い て の
要 望 や 苦 情

21日（月）
10：00～15：00 町民相談室

結婚相談 結 婚 相 談 所（ め
ぐ り 逢 い ）開 設

6日（日）
10：00～15：00

亘 理 山 元
商 工 会
会 議 室

心の悩み
ごと相談

精神科医師による
心の相談は電話で
予約してください。

22日（火）
（予約をした時間に
おこしください）
14：00～17：00

中央公民館
（第２研修室）

保 健福祉課
☎34－1114健康相談

健診結果のこと、食
事・運動のことなど
健康に関する相談

月～金曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

保健福祉課
健康推進班
☎34－0524

障 害 者
（児）相談

障害者（児）の福
祉 に 関 す る さ
ま ざ ま な 問 題 に
つ い て の 相 談

3･17日（木）
9：30～16：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

※診療時間は9：00～17：00です。
※ 急患のみの診療です。なお、都合により変更となる場合がありますので、
新聞などでご確認ください。

※疾患や年齢等によっては対応できない場合もあります。
問　保健福祉課 健康推進班　☎34－0524

問　保健福祉課子ども家庭班　☎34－1114

ひきこもり・
　　思春期こころの相談（予約制）

３日（木）　塩釜保健所
９日（水）　岩沼支所
10日（木）　岩沼支所
　相談時間　13：30～16：30

・骨髄バンク登録

・エイズ相談および検査（予約制）
１・15日（火）　10：00～11：30
　会場　岩沼支所

問　塩釜保健所　☎022－363－5507
問　岩 沼 支 所　☎22－2188

保健所のおしらせ
● 相談

● 登録・検査
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世帯数と人口

おしらせ
ひろば

相　談
「第61回人権週間（12月4日～10日）」

のお知らせ

国際連合は、昭和23年（1948）第3回
総会で世界人権宣言が採択されたのを
記念し、宣言が採択された12月10日を
人権デーと定めました。法務省と全国人
権擁護委員連合会は、世界人権宣言が採
択された翌年から毎年12月10日の人権
デーを最終日とする1週間を人権週間と
定め、人権尊重思想の普及高揚のため啓
発活動を全国的に展開しています。
人権週間中の行事は以下のとおりで

す。人権相談は、人権擁護委員が対応しま
す。相談無料・秘密は守ります。
●特別人権相談所
日時　12月５日（土）　10：00～15：00
場所　亘理町中央公民館
予約　町民生活課 生活班（☎34－1113）
●ビデオ上映会
日時　12月４日（金）　10：00～11：00
場所　荒浜保育所
問　仙台法務局人権擁護部（☎022－292－3599）

司法書士による無料法律相談所開設

日時　12月５日（土）　10：00～15：00
場所　亘理町中央公民館
※ 相談は予約なしでも受け付けします
が、予約された方を優先します。

予約・問　町民生活課 生活班（☎34－1113）

宮城県多重債務無料相談会開催

国の｢多重債務者相談強化キャンペー
ン｣の一環で、弁護士や司法書士等が多重
債務に関する無料相談を行います。希望等
により心の健康相談もあります。【要予約】
相談日・場所・定員
12月13日（日）　宮城県庁 30人
12月18日（金）　大河原合同庁舎 20人
12月19日（土）　宮城県庁 30人
予約受付日時　12月7日（月）～11日（金）
　　　　　　　8：30～17：15
予約・問　宮城県消費生活・文化課
　　　　（☎022－211－2524）

農家相談の開設

農地の賃借・売買・転用など農地に関す
ることや経営移譲と農業者年金に関する
こと、そのほか農地に関するトラブルな
どお気軽にご相談ください。
日時　12月９日（水）　10：00～15：00
会場　産業振興庁舎 会議室（産業観光課内）
問　農業委員会事務局（☎34－0504）

荒浜公民館・勤労青少年ホームまつり

日時　12月13日（日）　9：30～13：30
場所　亘理町勤労青少年ホーム（荒浜支所）
内容
・作品展示（トールペイント、パッチワー
ク七宝焼、各種公民館事業写真など）
・体験コーナー（粘土で花を作ってみよう）
・舞台発表（ダンス、ウクレレ、大正琴、歌謡など）
・軽食コーナー（五目ごはん、やきそ
ば、ぼたもち、コーヒーなど）
・わんぱくゲームコーナー
問　荒浜公民館（☎35－3116）

クリスマスおはなし会

図書館では恒例の「クリスマスおはなし
会」を開催します。今年は、人形劇グループ
〝きかんしゃ〟のみなさんの楽しいお話がいっ
ぱいです。ご家族おそろいでおいでください。
サンタクロースからステキなプレゼン
トがもらえるかもしれませんよ。
日時　12月19日（土）　11：00～12：00
会場　悠里館3階視聴覚ホール
問　図書館（☎34－8700）

平成22年亘理町成人式

日　時　平成22年1月10日（日）
　　　　受付13：00～　式典13：30～
会　場　亘理町中央公民館
該当者　 平成元年４月２日～平成２年４

月1日生まれの方（現在町外に転
出されている方も出席できます）

※該当者には後日案内を送付します。
問　生涯学習課 生涯学習班（☎34－0510）

亘理町議会｢休日議会｣開催！

仕事の関係などで議会を傍聴できない
方にも、議会に対する関心を高めてもら
うため「休日議会」を開催します。
日時　12月12日（土）・13日（日）
時間　9：00～
場所　亘理町役場３階　議場内
問　亘理町議会事務局（☎34－0506）

シルバー人材センター入会説明会

日時　12月15日（火）　14：00～
場所　シルバー人材センター相談室
　　　（亘理町中央公民館内）
◎入会条件　 亘理町に居住する原則60歳

以上で健康で働く意欲があ
り、シルバー人材センターの
趣旨を理解し、賛同する方。

※ 入会説明会に参加希望の方は、電話に
て申し込んでください。

申込・問　㈳亘理町シルバー人材センター
　　　　（☎34－8800　℻34－8815）

高齢者や若者をターゲットに
した悪質商法による被害があと
をたたず、手口もますます巧妙
化してきています。
そこで消費者を守るために12
月１日より訪問販売や通信販売な
どに関する法律が改正されます。
「知る」ということが悪徳業
者から身を守る第一歩です。参
考にしてください。

問　町民生活課 生活班
34－1113

世帯数……11,263世帯（８世帯増）
　男　……17,405人（８人減）
　女　……18,294人（10人増）
出生……19人 死亡……25人
転入……78人 転出……72人
総数……35,699人（２人増）
※（　  ）内は前月比

問　町民生活課 町民班　☎34－1113

平成21年10月31日現在

消費生活に関わる法律の改正
（特定商取引に関する法律の改正）

・訪問販売において、購入
を断った消費者に対して
の再勧誘が禁止される
・訪問販売において、通常
必要とされる量を著しく
超える商品購入をした場
合は契約後１年間は解除
できる
・通信販売などで広告に返品
の可否や返品特約の表示が
ない場合は８日以内であれ
ば返品が可能になる（返品
送料は消費者負担）
・クーリング･オフ制度にお
いて、生鮮食料品など一
部の例外を除き、原則す
べての商品・サービスが
対象になる（従来は商品
が指定されていた）

改正ポイント

わたり温泉鳥の海  営業時間変更のお知らせ
電気設備点検のため、12月15日の営業を10：00から15：00までとさ
せていただきます。16日からは通常営業いたします。

問　わたり温泉鳥の海　 34－2744

十
月
二
十
五
日
、
宮
城
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
、

町
内
十
七
か
所
の
投
票
所
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おしらせ
ひろば

みやぎ食の安全安心消費者モニターを募集中

県が行う食の安全安心に関するアン
ケートへの協力や講習会等へ参加および
県に対して食の安全安心に関する提言を
していただける方をモニターとして募集し
ています。
県内在住の満18歳以上の方であればど
なたでも登録でき、登録された方には、食品
表示のハンドブックをプレゼントします。
参加できる範囲での活動で構いません

ので、気軽にご登録ください。申込方法な
ど詳しくは、下記へお問い合わせください。
問　宮城県環境生活部 食と暮らしの安全推進課
　　（☎022－211－2643）
　　http：//www.pref.miyagi.jp/shoku－k/

試験・資格
亘理地区行政事務組合職員募集

募集予定人員（消防職）　１人
応募資格
昭和62年4月2日から平成4年4月1日
までに生まれた者で普通自動車免許を
有している者または取得見込みの者

第一次試験　平成22年1月31日（日）
　　　　　　教養試験、適性検査
第二次試験　平成22年2月下旬
　　　　　　 作文試験、人物試験、体力検

査、健康診断、身上調査
申込方法
行政事務組合総務課にある指定申込用
紙に記入し提出してください。郵便で
請求する場合は、封筒の表に「職員採用
統一試験受験申込書請求」と朱書きし、
120円切手を貼った返信用封筒（A4サ
イズの入る大きさで、宛先を明記のこ
と）を必ず同封してください。

受付期間
12月1日（火）～平成22年1月12日（火）
（土・日曜日、祝日、年末年始は除く）
※ 郵便受付の場合は、平成22年1月12日
（火）必着に限り受け付けます。
申込・問　〒989－2351 亘理町字祝田34－2
　　　　亘理地区行政事務組合総務課
　　　　（☎34－7737）

催　し
2009クリスマスジョイントコンサート

日　　時　12月６日（日）13：00～15：00
場　　所　亘理町農村環境改善センター
主　　催　 亘理町レクリエーション協

会・亘理町教育委員会・亘理
フォークダンス愛好会

特別出演　大河原商業高校ギター部
※ティータイムもあります（上靴持参）
問　生涯学習課 生涯学習班（☎34－0510）
　　亘理町レクリエーション協会
　　（樋口☎34－4728）

平成22年亘理町新年祝賀会

亘理町新年祝賀会を下記のとおり開催
します。ぜひご参加ください。
日　　時　平成22年1月6日（水）　11：00～
会　　場　亘理町中央公民館大ホール
会　　費　1,000円
申込期間　12月1日（火）～15日（火）
申込方法
会費を添えて最寄りの公民館へ申し込
んでください。

※ 荒浜・吉田・逢隈地区は町マイクロバス
を運行しますのでご利用ください。（運
行経路は1月1日号に掲載します）

申込・問　亘理町中央公民館（☎34－3111）

いきいきスポーツ講座参加者募集

●テーピング講座
スポーツ活動に覚えておきたいテー

ピング活用法を学びます。
日　　時　12月12日（土）　18：00～
会　　場　亘理町中央公民館視聴覚室
講　　師　㈲養命堂 佐藤 正男 先生
対　　象　 亘理町スポーツ指導者協議会

員、町内スポーツ指導者・愛好者
受 講 料　500円（テーピング代一部負担）
申込期限　12月７日（月）17：00まで

●ＡＥＤ講座
心肺機能の応急処置と除細動装置の

操作について正しい知識を学びます。
日　　時　平成22年1月16日（土）
　　　　　14：00～
場　　所　亘理町中央公民館第一研修室
講　　師　亘理消防署員
対　　象　 亘理町スポーツ指導者協議会

員、町内スポーツ指導者・愛好者
受 講 料　無料
申込期限　平成22年１月12日（火）
　　　　　17：00まで

申込方法　 下記の窓口に備え付けの申込
用紙で申し込んでください。
（生涯学習課は電話、FAX可）

申 込 先　・生涯学習課　・佐藤記念体育館
　　　　　・荒浜公民館　・吉田公民館
　　　　　・B&G海洋センター体育館
問　生涯学習課 体育振興班
　　（☎34－0511　℻34－7684）

上級救命講習会受講者募集

救命に必要な応急手当を学びます。内
容は、応急手当の重要性・必要性を理解し
ていただき、心肺蘇生法（成人・小児・乳
児・新生児）や自動体外式除細動器（ＡＥ
Ｄ）の使用方法、傷病者の管理法、搬送法、
外傷の手当要領、止血法を学びます。
日　　時　平成22年２月６日（土）9：00～17：30
講習場所　亘理消防署会議室
定　　員　20人（先着順）
受 講 料　無料
申込締切　平成22年1月31日（日）
※再受講の方は修了証を添付してください。
申込・問　亘理消防署救急係（☎34－1155内線27）

いちごクラブ“親子でクッキング”

日　　時　12月14日（月）10：00～11：30
場　　所　吉田公民館
対　　象　町内在住の2歳～就学前の親子10組
参 加 費　100円
持 ち 物　エプロン・三角巾
申込期間　12月２日（水）～９日（水）
申込・問　吉田児童クラブ（☎36－2255）

合同子育て支援事業「クリスマス会」

日　　時　12月21日（月）
　　　　　10：00～11：30（受付9：45）
場　　所　亘理町中央公民館
対　　象　町内在住の未就学児の親子
持 ち 物　 当日プレゼント交換をします

のでお子様一人200円程度
のプレゼント（食べ物以外）を
持参してください。

申込期間　12月2日（水）～11日（金）
主　　催　亘理児童クラブ　吉田西児童館
　　　　　荒浜児童館　吉田児童クラブ
　　　　　高屋児童クラブ
申込・問　亘理児童クラブ（☎34－2752）

家庭教育支援基盤形成事業・年中行事講座
｢お餅をついて団子さしをしよう｣

小正月行事のひとつ｢団子さし｣を行い
ます。団子さしは、豊作になるようにとの
願いを込めて1月14日にしめ縄や年縄
を飾った場所に団子の木を飾りました。
講座では、臼と杵で餅をついて、ミズキに

紅白の餅の花を咲かせます。杵つき餅の試
食もできます。ぜひご家族で参加ください。
日　時　平成22年１月９日（土）
　　　　10：00～12：00
講　師　荒浜婦人会のみなさん
材料費　一人250円
対　象　小学生とその保護者
定　員　30人（先着順　12月11日受付開始）
問　生涯学習課 文化財班
　　（町立郷土資料館☎34－8701）

｢亘理町長杯 新春将棋大会｣参加者募集

日　　時　平成22年1月11日（月）
　　　　　9：00～（受付8：30～）
場　　所　亘理町中央公民館第1研修室
参加資格　 町内居住者または勤務・通学

している方
参 加 費　1,000円（当日納入）
試合方法
・予選リーグ戦、予選ブロック1位で
決勝トーナメント戦（予選ブロック
2位同士での敗者復活戦を行い1名
が決勝トーナメント戦へ進出）

・1手3分以内で対局20分経過後は1
手1分以内

表　　彰　1～3位まで、賞状および賞品を贈呈
申込締切　12月18日（金）
申込・問　生涯学習課 生涯学習班
　　　　（☎34－0510　℻34－7684）

第20回えんころ節全国大会出場者募集

民謡王国宮城の三大祝唄のひとつとし
て、藩政時代から歌い継がれている「えん
ころ節」の全国大会を開催します。
日　　時　平成22年1月30日（土）　10：00～
　　　　　　　　　　　31日（日）　９：30～
会　　場　亘理町中央公民館大ホール
出場区分　一般の部
　　　　　少年少女の部（満15歳以下）
　　　　　熟年の部（満70歳以上）
定　　員　180人（先着順）
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
参 加 費　一般の部・熟年の部 2,000円
　　　　　少年少女の部 1,000円
申込方法
所定の申込書に必要事項を記入し、参
加費を添え、亘理町観光協会または郵
便局にて申し込んでください。

申込・問　亘理町観光協会（産業観光課内☎34－0513）

亘理町臨時職員（ケアマネジャー）募集

採用条件　介護支援専門員資格のある方
　　　　　※要普通自動車免許
募集人員　２人
勤務条件　勤務開始平成22年４月
　　　　　原則として8：30～16：15
　　　　　（上記以外もご相談ください）
賃　　金　時給880円（各種保険あり）
勤務場所　亘理町地域包括支援センター
申込方法　 センターにある申込書（写真添

付）に記入し、提出してください。
申込・問　亘理町地域包括支援センター
　　　　｢やすらぎ｣（☎34－1331）

町営住宅入居者募集

募集住宅
●倉庭住宅（平屋）…２戸
　間取り：３K（６畳３室）
●袖ヶ沢住宅（４階建て）…３戸
　間取り：３K（６畳１室、4.5畳２室）
　３階・４階各１戸
　間取り：３K（６畳２室、4.5畳１室）
　３階１戸

申込期間　12月１日（火）～９日（水）
都市建設課にある申込書を記入し、必要
書類を添付のうえ申し込んでください。
※ 申し込むには収入基準などの資格条件
があります。

※ 家賃は入居する世帯構成、所得金額に
より決定します。

申込・問　都市建設課 施設管理班（☎34－0512）

給食試食会参加者募集

日時　12月８日（火）・９日（水）
　　　11：00～11：50
対象　1歳6ヵ月～3歳未満児とその保護者
場所　鹿島保育所
申込・問　鹿島保育所（☎34－2900）

年末の大掃除はお早めに！

今年も残りわずかとなりました。年末
の掃除などで多くのごみ搬出が予想され
ます。例年、各清掃センターも個人の持ち
込みで非常に混雑しますので、できるだ
け早めにごみ処理をお願いします。
12月の休日開所日　12月13日（日）
搬入時間　9：00～11：30、13：00～16：00
施設名 搬入できるごみの種類（有料）

亘理清掃
センター 可燃、プラ容器、資源、缶・ビ

ン、金属・複合、ガラスくず・
せともの、有害・危険、粗大名取クリー

ンセンター

岩沼清掃
センター

資源、缶・ビン、金属・複合、ガ
ラスくず・せともの、有害・危
険、粗大（布団・畳を除く）
※ 可燃、資源（ペットボト
ル）、プラ容器は搬入不可

粗大ごみの訪問収集（有料）
訪問収集は混み合いますので、収集日に
余裕を持って依頼してください。なお搬
入手段がない方が優先になります。
依頼先　亘理清掃公社（☎37－3410）
※ 引越しごみ等、一時多量に出るごみは､
収集運搬許可業者（平成21年度亘理町
ごみ収集日程カレンダー内名簿参照）
に依頼してください。

問　町民生活課 生活班（☎34－1113）

募　集
空き店舗活用推進事業補助金のご案内

中心部の商店街等における空き店舗の
解消と、新規事業者の発掘および地域商
業の振興を図ることを目的に、町が指定
する商店街等において、空き店舗を活用
し開業する起業家等に対し、店舗の改修
費・賃貸料の一部を助成します。
対 象 者　 小売業、飲食店またはサービ

ス業を営もうとする方など
対象区域　亘理駅を中心とした商店街
　　　　　※詳しくはお問い合わせください
補助金対象経費および補助額
店舗賃貸料の2分の１以内（月額上限：50,000円）
期間は12ヵ月間とします

店舗改修費の2分の１以内（上限：800,000円）
ただし下水道への切り替え工事を含み

ません。
事業の条件
下記の全てに該当すること
１． 町内に住所を有し、町税を完納していること。
２． 事業の目的である集客に役立つ店舗
として、3年間以上活用すること。

３． 営業時間を午前中（遅くとも11：00前
後）からとする小売商業等で、近隣商店
の活性化を推進する業種であること。

申込・問　産業観光課 商工水産観光班（☎34－0513）

亘理駅上りホーム｢車椅子等連絡通路｣
運用開始のお知らせ

車椅子ご利用の方および足が不自由な
方が電車を利用される際に少しでも利用
し易くなるよう亘理駅上りホームと亘理
駅東駐車場を結ぶ連絡通路の設置工事が
完了し、運用開始することとなりました。
利用方法については次のとおりです。
運用開始日　12月１日（火）から
通 路 場 所　亘理駅上りホーム跨線橋付近
対　応　者　亘理駅員
対象者および利用方法
① 上りホームに降車される車椅子ご利
用の方および足の不自由な方
　※乗車は西口をご利用ください
② 希望者は２日前までにJR岩沼駅（☎
22－2424）へ申し込んでください。

利 用 時 間　6：30～20：00　
※ ただし11：40～13：00と17：30～18：20
の時間帯は対応しておりません。
そ の他　亘理駅では、一人体制で業務を
行っているため、窓口対応中の場合は
ご利用される方をお待たせすることが
ありますので、ご理解をお願いします。
利用に関するお問い合せ

JR岩沼駅（☎22－2420）

年末年始｢町の業務｣について

12月29日（火）から1月3日（日）まで
の間、町の業務は休みとなります。ただ
し、出生・死亡届などの戸籍に関する届け
は宿直室（入り口は役場庁舎北側）にて受
け付けます。
その他の施設は次のとおり休みます。

［図書館・郷土資料館］
12月28日（月）～１月４日（月）
問　亘理町立図書館（☎34－8700）
　　亘理町立郷土資料館（☎34－8701）
［公民館・体育館］
12月29日（火）～１月３日（日）
問　各公民館・体育館
［葬祭場］
１月１日（金）～２日（土）
問　町民生活課 町民班（☎34－1113）
［清掃センター］
12月30日（水）午後～1月3日（日）
※ 年末のごみ持ち込みの受け付けは12
月30日（水）の11：30までです。
※ 休業期間のごみは各家庭で保管してください。
※ 年末年始はごみ持ち込みで大変混雑しま
すので、早めに出されるようお願いします。
問　亘理清掃センター（☎37－4611）
［し尿汲み取り］
12月29日（火）～１月３日（日）
※ 年末の汲み取りの申し込みは12月28日
（月）16：00までです。
※ 汲み取りは受付後10日後くらいになりま
す。なお、収集日は㈿名亘清掃事業公社（☎
22－6030）に確認してください。
問　亘理名取共立衛生処理組合（☎22－1717）
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おしらせ
ひろば

特別児童扶養手当について

20歳未満で、身体または精神に重度ま
たは中度以上の障害をお持ちの児童を
監護している父もしくは母（所得が多い
方）、または父母に代わってその児童を養
育している方（養育者）が手当を受けるこ
とができます。
手当が支給されない場合
１． 児童や父もしくは母、または養育者が
日本国内に住んでいないとき

２． 児童が障害を支給事由とする公的年
金を受けることができるとき

３． 児童が児童福祉施設等（通園施設は除
く）に入所しているとき

手当の額
対象児童の数と等級に応じて支給され

ます。
ただし、前年（申請月が1月から6月ま

での場合は前々年）の所得が限度額以上
の場合手当の支給が停止されます。

区　　分 手当額（児童１人あたり）
１級（重度障害児） 月額  50,750円
２級（中度障害児） 月額  33,800円

所得の制限
制限額は請求者または扶養義務者の所

得税法上の扶養親族・配偶者の人数に応
じ、施行令により下表のように定められ
ています。この制限額を超える所得があ
る場合には手当は支給されません。
前年末現在の
扶養親族等の数

所得制限限度額
請求者（本人） 配偶者・扶養義務者

0人 4,596,000円 6,287,000円
1人 4,976,000円 6,536,000円
2人 5,356,000円 6,749,000円
3人 5,736,000円 6,962,000円

以下380,000円ずつ加算 以下213,000円ずつ加算

※ 所得額から一律に80,000円の控除が
あります。

※ 扶養義務者とは、請求者（本人）と同一生計
の直系血族および兄弟姉妹をいいます。

問　保健福祉課 子ども家庭班（☎34－1114）

歳末たすけあい運動にご協力を

みんながささえあう
あったかい地域づくり

今年も共同募金運動の一環として、福
祉的支援を必要とする人々が地域で安心
して暮らすことがで
きるよう、12月１日
から12月31日まで
の１ヵ月間、全国一
斉に行われます。
近日中に共同募金

奉仕委員（行政区長）
が訪問する予定ですので、ぜひ募金にご
協力をお願いします。
問　亘理町共同募金委員会
　　（事務局：亘理町社会福祉協議会）
　　（☎34－7551）

児童扶養手当について

支給対象
手当を受けることができる方は次の条

件にあてはまる｢児童｣を監護している母
または母に代わって児童を養育している
方（養育者）です。
なお、｢児童｣ とは18歳に達する日以

降、最初の３月31日までをいいます。
また、心身におおむね中程度以上の障

害（特別児童扶養手当２級と同じ程度以
上の障害）がある場合は、20歳まで手当
が受けられます。
１． 父母が離婚した後、父と生計を同じく
していない児童

２． 父が死亡した児童（遺族年金受給者を
除く）

３．父が生死不明である児童
４．父に1年以上遺棄されている児童
５．父が1年以上拘禁されている児童
６．母が婚姻によらないで懐胎した児童
７． 父が重度の障害を有する児童（障害年
金加給対象児を除く）

手当が支給されない場合
１． 児童や母、または養育者が日本国内に
住んでいないとき

２． 児童や母、または養育者が公的年金を
受給しているとき

３． 児童が児童福祉施設等（通園施設は除
く）に入所しているとき

４． 児童が父親（重度の障害者を除く）に
養育されているとき

５． 男性と同居あるいは、同居がなくても
ひんぱんに定期的な訪問かつ､生活費
の援助があるとき

６． 支給要件に該当したのが平成10年4
月1日以前であるとき

手当の額
児童１人の場合　全部支給41,720円
　　　　　　　　一部支給41,710円～9,850円
児童２人の場合　5,000円を加算
児童３人目以降１人増すごとに3,000円を加算
所得の制限
制限額は請求者または、扶養義務者の

所得税法上の扶養親族の人数に応じ、施
行令により下表のように定められていま
す。この制限額を超える所得がある場合
には手当は一部停止もしくは全部停止と
なります。
前 年 末
現 在 の
扶養親族
等 の 数

所得制限限度額
請求者（本人）

扶養義務者
全部支給 一部支給

0人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満
1人 570,000円 2,300,000円 2,740,000円
2人 950,000円 2,680,000円 3,120,000円
3人 1,330,000円 3,060,000円 3,500,000円

以下380,000円ずつ加算

※ 所得額から一律に80,000円の控除が
あります。

※ 扶養義務者とは、請求者（本人）と同一生計
の直系血族および兄弟姉妹をいいます。
問　保健福祉課 子ども家庭班（☎34－1114）

生後６ヵ月になる前に
ＢＣＧ接種を受けましょう

ＢＣＧ接種は４月から個別接種となり
ました。対象の方は忘れずに生後６ヵ月
になる前に接種しましょう！
接種対象　生後～５ヵ月児
　　　　　 （望ましい接種時期は生後3ヵ月～5ヵ月）
接種方法
委託医療機関（下記6ヵ所のみ）で個別
接種、電話で予約してください。

BCG委託医療機関名
板橋胃腸科肛門科・大友医院ヒロミ小児科・
三浦クリニック・三上医院・やべ内科クリニックわたり・
山形外科医院

料　金　無料（対象年齢内の場合）
持ち物　予診票（予防接種手帳）、母子健康手帳
※ BCG接種後27日間は他の予防接種が
受けられません。

※ 11月にポリオの予防接種を受けた方
は27日以上あけてからBCGを接種し
てください。

※ BCGは広域化予防接種事業に入って
おりませんので、上記6ヵ所以外の病
院で接種することはできません。

問　保健福祉課 健康推進班（☎34－0524）

子育て応援特別手当（平成21年度版）
の執行停止について

年度内に予定されていた子育て応援特
別手当（平成21年度版）は、厚生労働大臣
から予算を執行停止する旨の連絡があり、
今回の手当支給ができなくなりました。
支給対象者のみなさまにはご迷惑をお

かけしますが、ご理解をお願いします。
問　保健福祉課 子ども家庭班（☎34－1114）

国民年金保険料は納めた方の
税金の控除対象になります

国民年金保険料は、被保険者本人だけ
ではなく、その世帯の世帯主および配偶
者も連帯して納付する義務があり、ご家
族の国民年金保険料を納付した場合は、
その納付額の全額が納付した方の所得税
等の控除対象になります。
その年の１月から12月までに納付した保

険料が申告の対象となるので、未納がある
ときは年内に納付するようにしましょう。
申告の際には納付した国民年金保険料

額を証明する書類が必要です。11月初旬
に送付された｢社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書｣には、その年の１月から
９月末までに納付した保険料額と、年内
に納付が見込まれる場合の見込額が記載
されています。あとから納付した保険料
がある場合には、納付した際の領収証書
を添付して申告してください。
● ｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣
については専用ダイヤル（☎0570－070－
117、IP電話からは☎03－6700－1130）

問　仙台南社会保険事務所（☎022－246－5114）

高齢者（季節性）インフルエンザ
予防接種を実施します

町では高齢者（季節性）インフルエンザ予
防接種の助成を行っています。希望の方は
可能な限り12月末までに接種しましょう。
※ 新型インフルエンザの予防接種ではあ
りません。

期間　平成22年1月30日（土）まで
対象　亘理町に住所のある方で
　　　①65歳以上の方
　　　② 60歳～64歳で心臓、腎臓、呼吸

器の機能に一定の障害がある方
個人負担金　1,200円（町助成2,800円）
接 種方法　予診票は各医療機関にありま
すので実施医療機関に直接予約をして
ください。公費負担は期間内に１回の
みですのでご注意ください。

実施医療機関
板橋胃腸科肛門科・氏家医院・大友医院・
大友医院ヒロミ小児科・柿沼循環器科・
熊谷内科医院・国分内科医院・佐藤外科内科・
高橋医院・高橋内科乳腺クリニック・
浜吉田駅前内科・三浦クリニック・三上医院・
やべ内科クリニック・山形外科医院・
山本医院・菊地内科医院・平田外科医院・
松村クリニック・宮城病院

※ 保険証、健康手帳（お持ちの方のみ）を
必ず持参してください。

問　保健福祉課 健康推進班（☎34－0524）

「乳がん検診」の実施について

対象年齢の方で先に申し込んでいる方
は、12月下旬に受診票を郵送します。乳
がん検診の追加申込を希望する方は、平
成22年１月21日（木）まで保健福祉課へ
申し込んでください。
実 施 日　平成22年1月12日（火）～22日（金）
　　　　　※土日を除く
検診会場　亘理町中央公民館
対象年齢 検診内容
30～39歳の
女性 問診､視触診､超音波検査

41～49歳の
奇数年齢の女性

問診、視触診、超音波検査、
乳房レントゲン（2方向）

51～63歳の
奇数年齢の女性

問診、視触診、乳房レン
トゲン（1方向）

65歳以上の
奇数年齢の女性 問診、乳房レントゲン（1方向）

※対象年齢は平成22年4月1日現在です。
【託児のお知らせ】
お母さんが乳がん検査を受けている

間、託児ボランティアがお手伝いします。
生後６ヵ月以上のお子さんが対象です。託
児を希望する方は、１月13日（水）まで保
健福祉課へ電話で申し込んでください。
託児日程　１月15日（金）
定　　員　午前午後　各５人
　　　　　（定員になり次第締切り）
申込・問　保健福祉課 健康推進班（☎34－0524）

所得税の青色決算説明会のお知らせ

青色申告の方（営業所得者）を対象とし
た青色申告決算説明会を開催します。（不
動産および農業所得者の方は決算書に同
封されている日程表をご覧ください）
消費税の説明も行いますので、青色申

告以外の消費税課税事業者の方もおいで
ください。
日時　12月15日（火）　14：00～16：00
場所　悠里館３階視聴覚ホール
※ 駐車場が混み合いますので、なるべく
公共の交通機関をご利用ください。

問　仙台南税務署（☎022－306－8001）

｢除雪作業｣にご協力をお願いします

大雪になった場合、町では幹線町道およ
び主要通学路を即日除雪します。除雪作業
はグレーダーなどの機械で行いますので、
各家庭への出入りが困難
になることもあります。
なお、除雪作業の妨げ

になるような路上駐車
や、民地に積もった雪を
道路に捨てることは絶対
にしないでください。
また、坂道や日陰など凍結のおそれがあ
る場合には、融雪剤を配布しますので、行
政区長にご連絡ください。
みなさんのご理解とご協力をお願いします。
除雪期間
　12月1日（火）～平成22年3月31日（水）
問　都市建設課 都市整備班（☎34－0507）

宮城県最低賃金について

宮城県内の事業場で働くすべての労働
者に適用される宮城県最低賃金は、下記
の金額に改正されました。

時間額　662円
効力発生年月日　平成21年10月24日
問　宮城労働局労働基準部賃金室
　　（☎022－299－8841）

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

平成21年工業統計調査を12月31日
現在で行います。調査の実施に当たって
は、本年12月から来年１月にかけて調査
員がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容

については、統計法に基づき秘密が厳守さ
れますので、正確なご記入をお願いします。
http：//www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・宮城県・亘理町
問　企画財政課 企画班（☎34－0505）

暮らし
町長と語る日

日時　12月7日（月）・27日（日）　8：30～12：00
場所　役場２階 町長室
問　総務課 総務班（☎34－1111）

｢下水道受益者負担金｣の
納め忘れはありませんか？

第３期分の納期限は１月４日（月）で
す。忘れずに納付してください。
問　上下水道課 庶務班（☎34－0515）

平成21年中に家屋を取り壊された方は
届出をお願いします

固定資産税は、毎年1月1日現在の所有
者に課税されます。平成21年中に家屋を
全部または、一部を取り壊した場合で、登
記されている家屋を取り壊した方は法務
局で滅失登記を行ってください。また、登
記されていない家屋を取り壊した方は、
税務課で家屋滅失届の手続きをしてくだ
さい。
問　税務課 課税班（☎34－1112）

インターネット公売実施中

町では、町税未納者に対して行ってき
た預貯金や債権、不動産の差押えのほか、
家宅捜索を実施し動産（自動車やバイク、
家具、美術品や貴金属）を差押え、イン
ターネット公売を利用して公売処分を
行っています。
詳しくは亘理町ホームページをご覧く
ださい。
～公平・公正な税確保のために～

問　税務課（☎34－1112）

12月は納税強調月間です
町税の納め忘れはありませんか？
町では、未納の納税者宅を訪問しま
す。もう一度｢納税通知書兼納付書｣を
確認してください。また、町税を納期
限までに納めることが困難な場合の
納税計画の相談を随時実施していま
す。12月は休日も実施しますのでご
利用ください。
実施日　12月13日（日）　8：30～12：00
問　税務課（☎34－1112）
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最近、当社の名称を使って、
電話勧誘や教材販売を行う業
者があります。当社とは一切
関係ありませんのでくれぐれ
もご注意下さい。

冬休み短期集中指導
申込み受付中!!

冬休み短期集中指導
申込み受付中!!

全国150事務局で地域教育に貢献・派遣実績30年

このフリーダイヤルは最寄りの事務局につながりますが、携帯電話からはつながりませんので、右記の各事務局の電話番号へお願い致します。

ラスト３ヶ月間の大逆転!ラスト３ヶ月間の大逆転!


